
Ⅱ 人権教育 
 

１．目標及び内容  

  人権教育計画の立案・実施・修正、評価、資料の収集、実践研究  

 

２．人権教育についての基本的な考え  

  基本的な人権を尊重することは人類共通の課題であり、１９４８年には「世界人権宣

言」が、１９６６年には「国連人権規約」がそれぞれ制定されている。また、近年では

１９８１年に「女子差別撤廃条約」、１９９０年に「子どもの権利条約」が制定され、

基本的人権が尊重される社会を構築するための取り組みが国連を中心に進められてい

る。我が国においても、日本国憲法でそのことについて定めている。  

  また、同和対策審議会答申（１９６５）では「部落差別をなくすことは、国や地方自

治体の責任であり、国民の課題である」と答申し、その後特別措置法による同和対策事

業や学校同和教育、社会同和教育により啓発の努力が行われてきている。  

  その結果、被差別部落（同和地区）の生活環境の整備は進んできた。しかし、依然と

して心理面での差別は根強く現在まで残っている。加えて、外国人差別、身障者差別、

男女差別などの多様な差別問題が存在している。  

  本校では、生徒・職員の人権感覚を育成しようと、すべての学校活動において「人権

尊重」を根底としている。人権感覚を高め、差別について真剣に考えようと、福祉活動

に取り組んだり、被差別部落（同和地区）の方から話を聞いたりするなどの活動を積極

的に行う学級や学年もある。互いを大切にし、差別を見抜き許さないという人権感覚を

さらに高めていけるように地域や生徒の実情を考慮して、全職員が意識を一つにしてあ

らゆる場、あらゆる機会をとらえて人権教育を進めたい。  

 

３．指導目標 

現在でも学校や社会の中には根強く差別が残っている。そうした様々な人権侵害

問題に目を向け、自分の問題として考える中で、相手の人格を尊重する気持ち

を育てるとともに、差別に気づき、その不当性を学んで、いかなる差別も許さ

ないという強い意志と実践力をもった生徒を育てる。 

 

 《人権教育集中月間における各学年の重点》  

 （１学年）日常生活や学校生活の中での偏見や差別に気づき、自分自身の問題として 

    とらえ、偏見や差別を解消しようとする心を育てる。  

 （２学年）部落差別の不当性を認識し、人権尊重の立場に立ち、進んで問題を解決  

      していく実践力を育てる。  

 （３学年）部落差別をはじめ、あらゆる差別撤廃をめざす現代社会を理解し、民主 

社会の成員として、基本的人権を尊重していく態度と実践力を育てる。  
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４．実施計画 

（１）部落差別問題を始めとするあらゆる人権同和教育の実施  

（２）全教育活動を通じての人権同和教育の実践  

        学級で、学年で、学校で、教科で、部活で、生徒会で、その他の場面で  

（３）人権教育の視点にたった学級作り、学年作り  

      ・人権教育に関するポスター作り  

（４）人権教育集中月間の実施  

    ＊４月～５月に４～５時間程度 

自尊感情を高めたり、他者理解を深めたりする  

※６月に人権講演会実施（今年度は外国人差別について） 

    ＊１０月～１１月に７～８時間程度 ＋全校集会による校長講話  

     身近な人権問題＋様々な人権問題について扱う 

     ○１年生 仲間づくり・いじめ＋α（ハンセン病など） 

     ○２年生 部落差別、人種差別・ 

     ○３年生 結婚差別 

    ★参観日にも間に合うように、生徒が「人権標語」を作り、掲示。  

    ★人権作文を書く。 

  ・「あけぼの」の活用 ･･･村で購入してもらう（個人持ち）  

     ・指導計画の作成（見直し）  

      ・保護者への啓発   （授業参観、講演会）  

      ・講演会以外にも、学年で扱う内容によっては講師を招くことも検討する  

（５）職員研修  

      ・全校職員研修  

      ・外部の研修会への参加 ･･･より多くの先生方の参加と職員会における  

                    発表を通しての全職員での共有。  

（６）川上村人権集会への参加    

（７）村内他機関との連携の強化…三校合同職員会や三校人権教育委員会  

                   保～小～中に至るカリキュラムの改訂  

（８）実践記録のまとめ（研究紀要と南佐久学事職員会の研究冊子に）  

 

 

５．留意点  

 （１）人権教育集中月間における指導方法や学習内容については、地域の実情や生徒 

    のこれまでの学習過程をふまえて職員会や学年会で十分に検討する。  

 （２）「明るい展望の持てる人権同和教育」の実践を目指す。  

 （３）職員は常に人権感覚を磨き、差別を許さないという姿勢を持つ。  
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令和５年度 川上中学校人権教育全体計画 
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学 校 教 育 目 標 

感受性豊かに 思慮深く 実践する生徒に 

 

本年度の重点目標 

①人間関係力の向上 

②学力の向上 

 

・社会の状況 

・学校、地域の実情 

・社会の要請 

・地域、保護者の願い 

・教職員の願い 

学校教育活動全体を通して、人権尊重の意識を育て、問題解決のための判断力・実践力を養う。 

 川上中学校の人権教育の目標  

身の回りにある色々な差別に気づき、基本的人権尊重の立場から差別を許さない心情を育む。また 

差別を自分の問題として受け止め、積極的に解決に向っていくことができるようにする。 

（１）自分の生活とのかかわりの中で、差別や偏見に気づきお互いの人格を認め合い、一人ひとりの能力

を十分発揮できるような学級を作ることができる。 

（２）差別の不当性や差別の仕組みを歴史的背景や事実から正しく理解し、自分の生活との関わりの中で   

とらえ、対処できる。 

（３）様々な差別に屈しないで人権尊重の立場から差別を見抜き、差別に立ち向かう心情と態度を養う。 

 教科…全ての教科指導において、人権感覚の育成をはかる。 

道徳…自分の内面にある差別する心を見つめるともに、正しい認識や判断力をつける。 

特活…お互いの人格を認め合い、支え合いや思いやりのある、明るく開かれた学級をつくることができる 

ように活動を通して学習する。他人の苦しみや悩み、問題を自分の問題として受けとめ、解決して 

いこうとする態度を養う。 

 総合的な学習の時間…個人・グループ・学級・学年などの集団の中で、お互いの人格を認め合い、支え合

いながら、体験的に学習する。 

各学年 

 １学年…日常生活や学校生活の中での偏見や差別に気づき、自分自身の問題としてとらえ、偏見や差別を

解消しようとする心を育てる。 

 ２学年…部落差別の不当性を認識し、人権尊重の立場に立ち、進んで問題を解決していく実践力を育てる。 

 ３学年…部落差別をはじめ、あらゆる差別撤廃をめざす現代社会を理解し、民主社会の成員として、     

基本的人権を尊重していく態度と実践力を育てる。 

<人権教育推進にあたって> 

・少人数学習集団の利点を生かして、個人に即した指導を行う。 

・毎年、全体計画と年間指導計画等を見直し、教育活動全体での取り組みの充実を図る。 

・各関係機関、保護者との情報交換など連携をし、人権教育の充実を図る。 

・人権教育及び人権啓発の推進に

関する法律 

・人権教育、啓発に関する基本計画  

・長野県人権推進教育方針 

 「人権教育の推進にあたって」 

日本国憲法、教育基本法 

川上三校スローガン 笑顔あふれる 川上村の未来を創る 川上のこどもたち 

川上三校人権教育共通目標 多様な他者を知り、認め、共に生きようとする川上の児童・生徒を育てる 

 


